
 

   ハイライト 

 6月29日「ビートルズ

の日」1966年のこの

日、世界中で人気絶頂の

ロックグループ・ビート

ルズが来日。 梔子くち

なし、純白の梔子の花

が、この時期、雨に濡れ

ながら甘い香りを漂わせ

ます。遠くにいても香っ

てくる

ことか

ら、花

言葉は

「喜び

を運

ぶ」。

梅雨の

陰鬱と

した気分を晴らすような

幸福感に満ちた香りで

す。清楚な一重咲きと華

やかな八重咲きがあり、

香りは八重咲のほうが強

いとされますが、秋に実

が付くのは一重のほう。

実は熟しても裂けずに、

口が開かないことから

「口無し」の名がついた

と言われています。橙色

の実は古から染料や料理

の色付けに用いられた。 
 

06.27

←庭の

生垣に

咲くク

チナシ

の花。 

 発行所 ファーム７７３ 

ナナミちゃんの農事通信 
山梨県北杜市明野町で「雨と風と太陽と」 

「土と人情」に囲まれた。ナナミ

ちゃんの「私、土の子」奮闘記 
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06.17昼寝

台で大アク

ビ!! キキ太 

1 小さな開墾で?!!  

05.30クロネコ!? 

背中の毛並みハナ 

 隣地お宿の畑が無くなるの

で、その分だけ畑をどこかに!! 

庭畑や畑のフキやミヨウガにワ

ラビなどを掘り起し、移植をし

たり廃棄したりと、畑を広げる

涙ぐましいカカの努力。いつま

で広げた畑を維持できるのか? 

などとグズクズ考えずに、減った分だ

け広げりゃイイ!! と行動をするカカ様。

着いて行きます背中の痛いトト・・・ 

2 ナナミちゃんのお宿は 
06.27←お宿の西側、板

壁に潜り戸!? 騙し細工で

板壁の一部で、引戸取手

金具は古箪笥金具を付け

ました。→シャッターを

降ろしたままで、宿の灯

がポッンと。 

↙↓06.16庭畑の一角、フキ

とワラビを刈り取り始めた?

どおするの? 「スイカ畝を広

げるの」確かに狭いが。 

 お宿売却の不動

産広告が 株式会社

名水地所 八ヶ岳の

「田舎暮らし」に

掲載中です。 

↑06.16掘り出した

切り株の根、→切り株

は残っているが今日は

終わりに。→フキもワ

ラビも消滅した・・・ 

↑06.23スイカ畝幅を少し広げ ↑また掘り始める 

→掘って出てきた切り

株を、開墾鍬で細かく

割りながら取り除く。 

←↑06.26トマト苗5本を植え、スイカ

畝を少し広げたミニ開墾でした。 

↗06.23掘って出てきた切り

株は、16日の3倍に!! この土

地が林だった頃に有った、コ

ナラ伐採後の腐った切り株。 
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3 ジャガイモの収獲 

第431号 

 今年も五月に遅霜被害の心配があり

ましたが、無事に過ぎ収穫を迎えた。

今年のアンデスレッドと十勝コガネ

は、芋が小さく収量も少なく、それに

反して作付けの多いキタアカリは、芋

が大きく収量も多く一安心。ジャガイ

モ三種ともに芋肌はキレイでした。ジャガイモ

畝には肌をガサガサにする消石灰は、散布しな

いで作っています。カカトトも歳を重ね、芋の

作付けは少なくなっています。 

 春も終わりごろに届いた、筍の味は格

別。真竹筍を採りに行かなくなって久しいカカトト、筍の歯応え

と味が忘れかけた記憶をよみがえらせる。破竹のような勢いも無

く、苦竹のような腰の強さも萎えた体に、チョッと元気が・・・  

4 六月のお味 

↑茹でた苦竹は甘辛味

で、島を忘れさせない味 

④ 

① ② ③ 

↖06.04①友人が破竹筍

を土産に来宅。②筍の柔ら

かな部分の穂先を切

り落とし、皮に切れ

目を入れ ③切れ目に

沿って皮を剥く ④鍋

に平らになるよう並

べ、ヌカ袋と落し蓋

をして茹で一晩置く 

←06.05翌日、茹でた

破竹筍を切って煮物

に。甘皮をトッピン

グ、柔らかな筍の食感

は旬の味わい。 

↑06.05島から届いた茹

でた苦竹(女竹)煮物用に 

↑皮を剥いた生の苦竹、

繊維質の噛み応えと苦味 

↑新ジャガと苦竹の味噌

汁は、一番のご馳走!! 

→生の苦竹を一口大に切

り叩き割って口触り良く

する。竹の繊維質を食べ

やすくする工夫、歯応え

と苦味が故郷の味に。 

↑06.19午前中カカ一人

で掘ったキタアカリに 

↑アンデスレッドと十

勝コガネもカカ一人で 

↑→午後からカカトト二

人でジャガイモ掘り。キ

タアカリの収獲中 

↑キタアカリに花が

咲き実が、トマトに

似ている。実の種を

蒔けば小さなジャガ

イモが育つらしい? 

→十勝コガネを掘る、保

存中も芽が出難くく使い

勝手も良い。↑小判に似

た形状、今年の芋は小さ

く収量は少なかった。 

←収穫したジャガイモの

土を落としコンテナーに

入れ自宅で保存。 

↖アンデスレッドは芋が小さく

収量も少なかった。↑今年のキ

タアカリは、芋が大きすぎる物

も有ったが収量は多かった。 

↑06.19収穫をしたジャガイモはケース

に入れて、来年春まで母屋で保存をする。 

↑ネズミ

に食べら

れた芋、

数は少な

かった。 


